


 

 

 

 

 
 インターネット通販大手「アマゾンジャパン」の下請け企業と業務委託契約を
結ぶ配達員10人が労働組合を結成し、13日に同社本社（東京都目黒区）を訪
れて団体交渉を申し入れた。個人事業主の配達員の実態は雇用労働者と同じ
で「業務委託契約は偽装」と主張し、改善を求めている。 

 労働組合は「アマゾン配達員組合横須賀支部」で、神奈川県横須賀市の倉
庫から荷物を届ける配達員が結成し、13日に記者会見を開いた。配達員はア
マゾンジャパンの1次、2次下請けと業務委託契約を結び、個人事業主として働

いているが、実態は指揮命令下にあるという。労組側は、アマゾンが全地球測
位システム（GPS）で配達員の位置情報を把握し、アプリを通じて始業・終業時
刻を記録させているとしている。毎日新聞6/13 

先日アメリカのアマゾンの倉庫で労働組合が結成されたというニュー
スがありました。その続報かな？と思ったら日本のことでした。いずれ
も労働者の権利を究極に奪い去って低賃金わ押しつけるシステムで
世界一の企業になっています。労働者の生活も限界になってきてい
ます。どこからでも声を上げるときです。 
国会閉会で参議院選挙はじまります。 
 


